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Ⅰ　研究の目的
　2008年１月の中教審答申では，「社会の変化への対
応の観点から教科等を横断して改善すべき事項」の一
項目として「環境教育」があげられた。そして，「現
行に引き続き，各教科，道徳，特別活動及び総合的な
学習の時間それぞれの特質等に応じ，環境に関する学
習が行われるようにする必要がある」１）とされてお
り，学校教育全体を通して環境教育を行うことが求め
られているといえる。
　では，人々は「環境教育」と聞いて何を思い浮かべ
るだろう。「環境」ということばに対して，公害・自
然破壊･地球温暖化など暗いイメージを持つ人が多い
のではないだろうか。これは，小学校における環境教
育が，３年生からの社会科や理科，総合的な学習の時
間などから，「環境問題」を中心に扱われ始めること
が多いためだと考える。また，その「環境問題」はグ
ローバルな問題であり，漠然としているため，実感を
伴わない学びになってしまっていることも多いのでは
ないかと考える。
　以上のことから，環境教育を行っていくうえで，小
学校低学年において，その基礎を養っておくことが非
常に重要なのではないかと考えた。そして，その基礎
が身についていることにより，中学年以降の環境教育
について，実感を伴って深く理解できるのではないか
と考えた。
　そこで，本研究では，小学校低学年教育において，
環境教育と関係深いと考える生活科に着目し，生活科
における環境教育がどのようにとらえられ，どのよう
に行われているのかを，実態調査を基に明確にしてい
くことを目的とする。

Ⅱ　基本的な考え
　本研究では，幅広く考えることができる「環境」の
中でも特に「自然環境」に着目して研究を進めてい
く。そして，本研究では，「自然環境」を「人間を含
む自然生態系を中心とした環境」とする。自然生態系
とは，「野生生物」と非生物要素である「水」「土」
「大気」「光（太陽光）」の主に５つの要素で構成さ
れ，それぞれの要素が関わりあうことで成り立つし
くみのことである２）。図１に示すように，特に「水」
「土」「大気」「光（太陽光）」は５つの要素のなかで
も基礎になると考えられる。
　そこで，小学校低学年において養いたいと考える
「環境教育の基礎」を①「自然環境について諸感覚を
通して感じる力」，②「自然環境に関心をもち，親し
み，大切にしようとする心情」と定義する。そして，
その自然環境の中でも特に構成要素としての「水」
「土」「大気」「光（太陽光）」が生活科を担当する教
師にどのように考えられているのか実態調査を基に考
察していきたいと考える。

図１　｢環境｣ についての概略図

要約　本研究では，生活科における環境教育がどのようにとらえられ，どのように行われているのかを明確にして
いくために，質問紙による実態調査を行った。結果から，生活科における環境教育の行い方についていくつか
の研究課題を明らかにすることができた。今後は，実際の生活科授業などの分析を行い，生活科における効果
的な環境教育のあり方について考えていくことが重要である。
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　また，国立教育政策研究所教育課程研究センター
（2007）では，生活科が環境教育に果たす役割につ
いて，「体ごと環境と触れ合うこと」と「環境へのか
かわり方を学ぶこと」の二つを掲げている３）。これら
は，先ほど述べた，環境教育の基礎である①「自然環
境について諸感覚を通して感じる力」，②「自然環境
に関心をもち，親しみ，大切にしようとする心情」を
学習活動として表したものだと考えられる。そこで，
これらが実際にどのように意識されているのか，実態
調査を基に研究していきたいと考えた。

Ⅲ　実態調査
１　調査目的
　生活科における環境教育についての実態調査によ
り，現状を把握し，問題点を明確にする。
２　調査対象
　愛知県三河地区の生活科指導経験のある小学校教師
292名（男性61名　女性221名）
３　調査時期
　平成20年２～３月
４　調査方法
　質問紙法（全14項目）により調査した。
５　結果・考察

Ⅰ　環境教育に対してのイメージについて伺います

質問Ⅰ－１：
環境教育と聞いて何をイメージしますか。当ては
まるものに３つまで○をつけてください。
（選択肢は参考資料１を参照）

　質問Ⅰ－１では，環境教育と聞いて何をイメージす
るかについてたずねた。図２にその結果を示す。

　図２から，環境教育に対するイメージについて，男
女の差はほとんどないことがわかる。
　ただ，「食事」「エコ商品」「ゴミ問題」のような，
生活に関する項目は，女性教師のほうが高い割合に
なった。また，「オゾン層の破壊」「エネルギー」「大
気汚染」など，科学的な知識に関する項目は男性のほ
うが高い割合になった。
　その中で，「地球温暖化」や「ゴミ問題」が男女と
もに45％を超えていることが分かる。このことから，
教師の意識の中で「環境教育」と「環境問題」を混同
している傾向があると推測する。
　また，「リサイクル」や「自然保護」の項目は「地球
温暖化」や「ゴミ問題」と比べて少なくなっている。
「環境教育」という言葉から，「リサイクル」のよう
な問題解決の方法に関する言葉や，「自然保護」のよ
うな前向きなアプローチの言葉が，環境問題に関する
言葉よりも意識されていないことは，環境教育を行っ
ていくうえで好ましくないのではないかと考える。
　さらに，環境の基礎となる構成要素である「水」
「土」「大気」「光（太陽光）」は，12％以下になって
いる。これらの構成要素が環境教育として意識されて
いないことから，環境教育を基礎的な自然環境と結び
つけて考えられていないのではないかと考える。そこ
で，教師が「水」「土」「大気」「光（太陽光）」につい
て意識して，環境教育を行う活動を考えていけるよう
にしていくことが大切だと考える。
　「自然体験」の項目に関しては，女性のほうが高い
割合になったが，後述する調査結果では，身近に環境
教育を意識した活動が出来るような自然環境がないと
考えている女性教師が多いという結果が得られてい
る。

野田，野々山：環境教育の基礎の育成に関する調査研究
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図２　｢環境教育｣ と聞いてイメージするもの
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Ⅱ　生活科での活動について伺います

質問Ⅱ－1－（1）：
生活科において，｢体ごと環境と触れ合うこと｣
を意識した活動を行っていますか。当てはまる数
字に○をつけてください。
　　１．行っていない　　２．あまり行っていない
　　３．やや行っている　４．行っている

図３　｢体ごと環境と触れ合うこと｣を意識しているか

　質問Ⅱ－１－（1）では，生活科において，「体ごと環
境と触れ合うこと」を意識した活動を行っているかに
ついてたずねた。図３にその結果を示す。
　生活科では，その目標に「具体的な活動や体験を通
して…」４）と書かれているように，見る，聞く，触
れるなどの活動を通して，環境の不思議さや面白さ，
大切さに気付いていくことが重要だと考える。
　しかし，図３から，行っていない，あまり行ってい
ないと答えた教師が20％近くいることがわかる。生活
科において環境教育を行っていく場合，教師は「身近
な環境と体ごと触れ合うこと」を一層意識していかな
くてはならないと考える。

質問Ⅱ－１－（2）：
Ⅱ－１－（1）で，３．やや行っている，４．行っ
ている　と回答した方にお尋ねします。
生活科の活動において，どのような活動で ｢体ご
と環境と触れ合うこと｣ を意識していますか。よ
り意識しているものに３つまで○をつけてくださ
い。（選択肢は参考資料１を参照）

図４　｢体ごと触れ合うこと｣ を意識した活動

　質問Ⅱ－１－（2）では，生活科のどのような活動で
「体ごと環境と触れ合うこと」を意識しているかたず
ねた。図４にその結果を示す。
　図４から，④「町探検などの地域の人・ものとかか
わる活動」⑥「季節の変化を感じる活動」⑦「動植物
などの飼育・栽培活動」⑧「学校外での身近な自然を
利用してあそぶ活動」の４項目が30％を超えており，
比較的意識されていることがわかる。これらはそれぞ
れ，自然とかかわりやすい活動であり，「環境と体ご
と触れ合うこと」として，社会環境よりも自然環境と
かかわることが意識されていることがわかる。

図５　「体ごと環境と触れ合うこと」の意識と 
　　　「環境教育に対するイメージ」との関係

　ここで図５に，「体ごと環境と触れ合うこと」の意
識と「環境教育に対するイメージ」との関係を示す。
これは，質問Ⅱ－１－（2）で④「町探検などの地域の
人・ものとかかわる活動」⑥「季節の変化を感じる活
動」⑦「動植物などの飼育・栽培活動」⑧「学校外で
の身近な自然を利用してあそぶ活動」の４項目のそれ
ぞれに回答した人のうち，質問Ⅰ－１で「水」「土」
「大気」「光（太陽光）」それぞれに回答した人の割合
を示した物である。
　図５から，生活科の活動で「体ごと環境と触れ合う
こと」を意識はしていても，その活動で，自然環境の
構成要素である「水」「土」「大気」「光（太陽光）」を
考えている教師は少ないといえる。
　このことから「環境教育」として，大まかな「自然
環境」を意識した活動を考えてはいるが，それを具体
的に焦点化した意識は持っていないのではないかと考
える。子どもたちは自然体験を通して様々な感覚を使
い，様々なことを感じる。それを制限してはいけない
と考える。しかし，教師の中で，その自然体験にどの
ような効果を期待し，身近な環境として何を味わって
いるか具体的に意識しておくことは大切だと考える。
その意味で環境の基礎としての「水」「土」「大気」
「光（太陽光）」について意識しておくことは重要だ
と考える。
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愛知教育大学教育実践総合センター紀要第12号

質問Ⅱ－２－（1）：
生活科において，「環境へのかかわり方を学ぶこ
と」の一つとして「環境と自分自身の生活や行為
とのかかわりについて考えること」があります。
これを意識した活動を行っていますか。当てはま
る数字に○をつけてください。
　１．行っていない　２．あまり行っていない
　３．やや行っている　４．行っている

図６　｢環境と自分自身の生活や行為とのかかわりに
　　ついて考えること｣ を意識しているか 　　　

　生活科が環境教育に果たす役割のひとつである「環
境へのかかわり方を学ぶこと」の視点として，「環境
と自分自身の生活や行為とのかかわりについて考える
こと」が挙げられている５）。
　質問Ⅱ－２－（1）では，生活科において，「環境と自
分自身の生活や行為とのかかわりについて考えるこ
と」を意識した活動を行っているかについてたずね
た。図６にその結果を示す。
　図６からわかるように，30％程度の教員が，行って
いない，あまり行っていないと回答していることがわ
かる。

質問Ⅱ－２－（2）：
Ⅱ－２－（1）で，３．やや行っている、４．行っ
ている　と回答した方にお尋ねします。
生活科の活動において、どのような活動で ｢環境
と自分自身の生活や行為とのかかわりについて考
えること｣ を意識していますか。より意識してい
るものに３つまで○をつけてください。（選択肢
は参考資料１を参照）

図７　｢環境と自分自身の生活や行為とのかかわりに
　ついて考えること｣ を意識した活動 　　　

　質問Ⅱ－２－（2）では，生活科のどのような活動で
「環境と自分自身の生活や行為とのかかわりについて
考えること」を意識しているかたずねた。図７にその
結果を示す。
　図７から，質問Ⅱ－１－（2）と同様に，④「町探検
などの地域の人・ものとかかわる活動」⑥「季節の変
化を感じる活動」⑦「動植物などの飼育・栽培活動」
の項目では，意識されていることがわかる。また，質
問Ⅱ－１－（2）と比較して②「お手伝いなど家庭生活
を考える活動」⑩「自分の成長を振り返る活動」にお
いて意識している教師が増えていることから，「環境
と自分自身の生活や行為とのかかわりについて考える
こと」は生活科において幅広い分野で意識して取り組
んでいけると考えられる。

　ここでまた，質問Ⅱ－１－（2）と同様に，「環境と自
分自身の生活や行為とのかかわりについて考えるこ
と」の意識と「環境教育に対するイメージ」との関係
を図８に示す。
　図８から，生活科の活動で「環境と自分自身の生活
や行為とのかかわりについて考えること」を意識する
ことは，生活化の幅広い分野にわたっているが，その
活動で，自然環境の構成要素である「水」「土」「大気」
「光（太陽光）」を考えている教師は少ないといえる。

質問Ⅱ－３：
生活科学習において環境教育を扱うことにより，
特にどのような資質・能力が育つと思いますか。
当てはまる項目２つに○をつけてください。

図９　生活科における環境教育で育つ資質・能力

野田，野々山：環境教育の基礎の育成に関する調査研究
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図８　｢環境と自分自身の生活や行為とのかかわりについて考
　 えること｣の意識と「環境教育に対するイメージ」との関係
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　質問Ⅱ－３では，生活科において環境教育を扱うこ
とにより，特にどのような資質・能力が育つと考えて
いるかたずねた。図９にその結果を示す。
　図９からわかるように，70％以上の教師が「自然環
境に対する興味･関心を養うことができる」と考えて
いる。また，「自然環境について諸感覚を通して感じ
ることができるようになる」は40％以上，「自然環境
を大切にしようとする心情を養うことができる」は
50％以上と，いずれも多くの教師が育てることができ
ると考えていることがわかった。
　環境教育の基礎として挙げた①「自然環境について
諸感覚を通して感じる力」，②「自然環境に関心を持
ち，親しみ，大切にしようとする心情」について，教
師の意識は高いと考えることができる。
　そこで，これらを効果的に身に付けていけるような
単元や教材の開発が必要だと考える。

質問Ⅱ－４：
生活科における「自然環境」には動植物だけでな
く「水」「土」「大気」「光（太陽光）」も含まれる
と考えます。生活科において，自然環境の構成要
素としての「水」「土」「大気」「光（太陽光）」を，
それぞれ特に意識して取り入れた活動を行ってい
ますか。当てはまる数字に○をつけてください。
１．行っていない　２．あまり行っていない
３．やや行っている　４．行っている

図10　自然環境の構成要素としての「水」「土」
 「大気」「光（太陽光）」への意識 　

　質問Ⅱ－４では，生活科において，自然環境の構成
要素として「水」「土」「大気」「光（太陽光）」をそれ
ぞれ特に意識して取り入れた活動を行っているかにつ
いてたずねた。図10にその結果を示す。
　図10から，「水」「土」「大気」「光（太陽光）」すべ
てにおいて50％を超える教師が，行っていない，あま
り行っていない，と答えていることがわかる。特に
「大気」に関しては，90％近くになった。
　自然環境を漠然ととらえるだけでなく，その構成要
素である，「水」「土」「大気」「光（太陽光）」を教師
がそれぞれ意識して活動を行っていくことが必要だと
考える。

　そこで，これらを意識できる教材や単元の開発研究
が必要だと考える。

質問５：
生活科の活動で環境教育を意識的に扱うことにつ
いてどのようにお考えですか。当てはまる数字に
○をつけてください。
（1） 生活科の活動において，環境教育について意

識していきたい。
（2） 生活科の活動において，環境教育をどのよう

に取り入れたらよいか分からない。
（3） 身近に環境教育を意識した活動を行えるよう

な自然環境がない。
　　１．そう思う　２．ややそう思う
　　３．あまりそう思わない　４．そう思わない

図11　生活化の活動において，　　　　　
　　　　環境教育について意識していきたいか

　質問５－（1）の結果を図11に示す。図11から，生活
科の活動において，環境教育について意識していくこ
とに肯定的な考えを持つ教師が男女ともに90％を超え
ており，扱うことに意欲的だと考える。

図12　生活科の活動において，環境教育を　　
　　どのように取り入れたらよいか分からない

　次に，質問５－（2）の結果を図12に示す。全体では
60%以上の教師がどのように取り入れたらよいか分か
らないと考えていることがわかる。そして，男女別で
見ると，女性の「そう思う，ややそう思う」と答えた
割合が80%近くになり，男性よりも環境教育の取り入
れ方に不安を感じている人が多いことがわかる。
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図13　身近に環境教育を意識した活動を
　行えるような自然環境がない

　最後に，質問５－（3）の結果を図13に示す。図13を
見ると，「身近に環境教育を意識した活動を行えるよ
うな自然環境がない。」という質問に対して，「あま
りそう思わない，そう思わない」と答えた教師は全体
では70%を超えており，身近に環境教育を意識した活
動を行える自然環境があると考えている教師が多いと
いえる。しかし，男女に差が見られた。
　女性教師には，そう思わない，と回答した教師が全
くおらず，40%以上の女性教師が，身近にそのような
自然環境がないと考えている。逆に，男性教師は90%
以上が，そう思わない，あまりそう思わないと回答し
ている。調査は身近に自然が残る三河地方で実施した
ことを考慮すると，女性教師の中には環境教育に活用
できるような身近な自然を意識できていない傾向があ
ると考える。
　以上の３つの質問に対する回答から，教師は，生活
科の活動において，環境教育について意識していきた
いと考えているが，その取り入れ方や意識した活動の
行い方に不安を感じているといえる。そこで，身近な
自然環境を利用して，環境教育に取り組んでいくため
の具体的な教材の開発や，単元の研究をし，教師に提
案していく必要があると考える。

Ⅳ　まとめと今後の課題
　今回の実態調査から次の２つのことが明らかになっ
た。
　一つ目に，生活科における環境教育が肯定的にとら
えられていることである。教師は生活科で環境教育を
行うことで，環境教育の基礎である，①「自然環境に
ついて諸感覚を通して感じる力」，②「自然環境に関
心をもち，親しみ，大切にしようとする心情」が身に
付くことに期待をし，環境教育を意識していくことに
対して前向きな考えを持っている。しかし，その取り
入れ方や意識した活動の行い方が明確ではないなどの
問題点も明らかになった。
　二つ目に，生活科における環境教育として，大まか
な「自然環境」を意識することは，おおむねできてい
るが，「自然環境」の構成要素としての「水」「土」

「大気」「光（太陽光）」について，意識している教師
は極めて少ないということである。
　環境教育の基礎を身に付けるためには，ただ漠然と
自然環境と触れあわせるだけでなく，その活動で子ど
もたちに感じさせたい感覚や心情を，教師が具体的に
イメージし，意識的にかかわらせることが大切だと考
える。
　そこで，身近な自然環境を利用して，「水」「土」
「大気」「光（太陽光）」について意識しながら環境教
育に取り組んでいくために，生活科の授業のどのよう
な単元が有効的か，分析していくことが必要だと考え
る。例えば，「植物の栽培活動」でアサガオを育てる
活動を行う場合，土を耕し，種を植えるときに「土」
に触れ，感触を味わうことができる。また，水かけを
しながら水に触れ，植物が生きていくために「水」が
必要だということに気付くことができる。さらに，日
向に置いたアサガオがぐんぐん伸びる様子から，「光
（太陽光）」の大切さを感じることもできる。このよ
うに分析することで，教師は，より焦点化して環境を
意識できると考える。
　今後はこの調査で得られた結果を基に，実際に行わ
れている環境教育を意識した生活科授業の分析を行い
たい。そして，様々な自然体験活動を，「水」「土」
「大気」「光（太陽光）」のそれぞれの視点から分析
し，どのようにしたら子どもが自然体験の中でいつの
間にか環境を意識ていくことができるような活動を行
えるのか，教材研究をしていきたい。
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〈参考資料１〉
生活科における環境教育についての実態調査

（　　　　　　　）小学校
※該当箇所に○をつけて下さい。
（　男 ・ 女　）　　　教職経験年数（１～５・６～10・11～15・16～20・21～25・26以上）年

Ⅰ　環境教育に対してのイメージについて伺います

１　環境教育と聞いて何をイメージしますか。当てはまるものに３つまで○をつけてください。

（　 ）野生動物　　　（　 ）地球温暖化　（　 ）食事　　　　（　 ）水　　　　（　 ）オゾン層の破壊
（　 ）環境ホルモン　（　 ）エネルギー　（　 ）自然保護　　（　 ）エコ商品　（　 ）ゴミ問題
（　 ）森林　　　　　（　 ）水質汚濁　　（　 ）土　　　　　（　 ）文化　　　（　 ）生態系　　　
（　 ）光（太陽光）　　（　 ）住居　　　　（　 ）大気汚染　　（　 ）歴史　　　（　 ）大気
（　 ）リサイクル　　（　 ）土壌汚染　　（　 ）自然体験　　（　 ）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔　　　　　 〕

Ⅱ　生活科での活動について伺います

　国立教育政策研究所教育課程研究センター（2007）では，生活科が環境教育に果たす役割につい
て，「体ごと環境と触れ合うこと」と「環境へのかかわり方を学ぶこと」の２つを掲げています。
　この２つの視点についてお聞きします。
１（１）生活科において，「体ごと環境と触れ合うこと」を意識した活動を行っていますか。当てはま

る数字に○をつけてください。

　　　１．行っていない　２．あまり行っていない　３．やや行っている　４．行っている

（２）（１）で３．やや行っている，４．行っている　と回答した方にお尋ねします。
　生活科の活動において，どのような活動で「体ごと環境と触れ合うこと」を意識しています
か。より意識しているものに３つまで○をつけてください。

（　 ） 学校探検などの探検活動　　　　　　（　 ） お手伝いなど家庭生活を考える活動
（　 ） 公共物や公共施設を利用した活動　　（　 ） 町探検などの地域の人・ものとかかわる活動
（　 ） おもちゃ，飾りなどの制作活動　　　（　 ） 季節の変化を感じる活動
（　 ） 動植物などの飼育・栽培活動　　　　（　 ） 学校外での身近な自然を利用して遊ぶ活動
（　 ） 身近な人たちとの交流活動　　　　　（　 ） 自分の成長を振り返る活動

２（１）生活科において，「環境へのかかわり方を学ぶこと」の一つとして「環境と自分自身の生活や
行為とのかかわりについて考えること」があります。これを意識した活動を行っていますか。当
てはまる数字に○をつけてください。

　　　１．行っていない　２．あまり行っていない　３．やや行っている　４．行っている

（２）（１）で３．やや行っている，４．行っている　と回答した方にお尋ねします。
　生活科の活動において，どのような活動で「環境と自分自身の生活や行為とのかかわりについ
て考えること」を意識していますか。当てはまるものに３つまで○をつけてください。

（　 ） 学校探検などの探検活動　　　　　　（　 ） お手伝いなど家庭生活を考える活動
（　 ） 公共物や公共施設を利用した活動　　（　 ） 町探検などの地域の人・ものとかかわる活動
（　 ） おもちゃ，飾りなどの制作活動　　　（　 ） 季節の変化を感じる活動
（　 ） 動植物などの飼育・栽培活動　　　　（　 ） 学校外での身近な自然を利用して遊ぶ活動
（　 ） 身近な人たちとの交流活動　　　　　（　 ） 自分の成長を振り返る活動
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※子どもたちを取り巻く身近な環境には自然環境と社会環境があります。今回は自然環境に着目して
研究を行うため，以下の質問には「自然環境」のみを意識してお答えください。

３　生活科学習において環境教育を扱うことにより，特にどのような資質・能力が育つと思いますか。
当てはまる項目２つに○をつけてください。

　（　　）自然環境に対する興味・関心を養うことができる
　（　　）自然環境を観察する能力を養うことができる
　（　　）自然環境について諸感覚を通して感じることができるようになる
　（　　）自然環境を大切にしようとする心情を養うことができる
　（　　）自然環境にかかわる中で人とのかかわり方を身に付けることができる

４　生活科における「自然環境」には動植物だけでなく「水」「土」「大気」「光（太陽光）」も含まれる
と考えます。生活科において，自然環境の構成要素としての「水」「土」「大気」「光（太陽光）」を，
それぞれ特に意識して取り入れた活動を行っていますか。当てはまる数字に○をつけてください。

（１）自然環境として「水」を特に意識した活動を行っている。

　　１．行っていない　２．あまり行っていない　３．やや行っている　４．行っている

（２）自然環境として「土」を特に意識した活動を行っている。

　　１．行っていない　２．あまり行っていない　３．やや行っている　４．行っている

（３）自然環境として「大気」を特に意識した活動を行っている。

　　１．行っていない　２．あまり行っていない　３．やや行っている　４．行っている

（４）自然環境として「光（太陽光）」を特に意識した活動を行っている。

　　１．行っていない　２．あまり行っていない　３．やや行っている　４．行っている

（５）（１）～（４）で，３．やや行っている，４．行っている　と回答した方は，具体的にどのよ
うな活動を行ったか，お書きください。

　　 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
５　生活科の活動で環境教育を意識的に扱うことについてどのようにお考えですか。当てはまる数字
に○をつけてください。

　（１）生活科の活動において，環境教育について意識していきたい。

　　　１．そう思う　２．ややそう思う　３．あまりそう思わない　４．そう思わない

　（２）生活科の活動において，環境教育をどのように取り入れたらよいか分からない。

　　　１．そう思う　２．ややそう思う　３．あまりそう思わない　４．そう思わない

　（３）身近に環境教育を意識した活動を行えるような自然環境がない。

　　　１．そう思う　２．ややそう思う　３．あまりそう思わない　４．そう思わない

ご協力ありがとうございました。


